
大村湾フォトコンテスト

　海フェスタ大村湾の一環として、大村湾フォトコンテストを開
催したところ、１３７作品のご応募をいただきました。
　審査の結果、最優秀賞１人、優秀賞２人、大村湾流域５
市５町特別賞10人が決定しました。受賞作品は、市ホーム
ページで公開しています。大村湾のすてきな風景をご覧にな
り、これを機会に大村湾の絶景を周遊してみませんか。

結果発表

「家路はすべて海のそば」
撮影者：橋本 慶子さん

「夜明けのかに漁」
撮影者：安達 仁昌さん

「夕日の輝き」
撮影者：天本 廣さん

優秀賞優秀賞

受賞作品展示のお知らせ
１月１５日（日）まで
プラザおおむら１階

と 　 き：
と こ ろ：

たくさんのご応募ありがとうございました

■海フェスタ大村実行委員会（内線229）

最優秀賞最優秀賞

12/
１~ 域のみんなで生み出す光の世界

▼しあわせイルミネーション地
　萱瀬地区の田下町
で、夜を彩る「しあわせイ
ルミネーション」が始まり
ました。地域の人たちの
手によって生み出され
た、ロマンチックな光が
訪れた人たちの目を楽し
ませていました。

　市民の皆さんが健康について考えるきっかけづくりに
してもらおうと、シーハットおおむらで「おおむら健康・福
祉まつり」を開催しました。健康をテーマにした体験コー
ナーや福祉団体などのバザーが催され、訪れた約5,000人
の参加者たちは楽しみながら健康意識を高めました。

しみながら健康意識を高める

▼第24回おおむら健康・福祉まつり楽/1113

　環境センターに搬入さ
れた不用品からまだ使
えそうなものを抽選でお
譲りする「もったいない
抽選会」を同センターで
開催。お目当ての品が
当たると皆さん笑顔で
引き取っていきました。

12/
4 だまだ使えるものばかり

▼もったいない抽選会ま

面から子どもたちと向き合おう

▼ココロねっこパレードinおおむら正11/
12

　「ココロねっこ運動」
強調月間に合わせ、市コ
ミセン周辺で「ココロねっ
こパレード」を実施。子ども
の健やかな育ちのため、
大人の在り方を見直し、
みんなで子どもと向き合
おうと呼びかけました。

んなで灯す2万本のともしび
▼第2回ふくしげ竹灯篭まつりみ/11

　地域活性化と平和への願いを込めて、福重地区で「ふ
くしげ竹灯篭まつり」が開催されました。地域の子ども
たちや住民の皆さんが手作りした竹灯篭に、訪れた人
たちが次々と点灯。田んぼ一面に広がった2万本の明り
が幻想的で暖かな世界を作り出しました。

26・27

　大規模災害に備えるため、市民も参加・体験できる
「大村市総合防災訓練」を市コミセンで開催。市民を対
象にした体験型の訓練や、関係機関による炊き出し訓
練、東日本大震災の被災者による講演会などが行われ、
参加者全員で防災意識を高めました。

害はいつ起こるかわからない

▼大村市総合防災訓練災４/
12

国の参加者の思いをタスキに込めて

▼RUN伴TOMO-RROW2016全11/
12

　認知症の人と伴（と
も）に生きる社会と安心
して暮らせる地域づく
りを目指し、認知症の人
や家族がタスキをつな
いで日本を横断する
「RUN伴TOMO-RROW」
に本市も初参加しました。

村の秋の実りに感謝

▼第2回おおむら海と大地の感謝祭大11/
27

　「海と大地の感謝祭」
が、JA長崎県央大村中
央支店周辺で開催され
ました。新鮮な農林水産
物の販売やもちつきなど
が行われ、雨にもかかわ
らずたくさんの買い物客
でにぎわいました。

養堂に大花輪が咲く

▼黒丸踊「法養祭」法28
11/

　「黒丸踊」を伝えたと
される法養の命日に、
「法養祭」が行われ、踊
りが奉納されました。約
500年の伝統を持つ勇
壮な黒丸踊は、地元の
保存会により今も大切
に受け継がれています。

※このイベントは、海と日本プロジェクトの
　一環で実施しています。
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